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琉球拳法唐手術「空」
生徒募集中

　
市
で
は
、
市
内
６
つ
の
地
区
に
学
校
運
営

協
議
会
を
設
置
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
を
基
盤
と
し
た
小
中
一
貫
教
育
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
高
萩
地
区
で
は
、
左
図
の
よ
う
に
高
萩
地

区
地
域
学
校
協
働
本
部
が
４
つ
の
部
で
組
織

さ
れ
て
お
り
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
中
心

と
な
り
、
高
萩
小
・
中
学
校
と
地
域
学
校
協

働
本
部
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。

高
萩
小
・
中
学
校　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル（
CS
）＆
地
域
学
校
協
働
本
部
組
織
図

　
令
和
５
年
度
に
行
わ
れ
た
高
萩
地
区
地
域

学
校
協
働
本
部
活
動
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

環
境
整
美
部

　
小
・
中
学
校
の
校
庭
の
除
草
作
業
を
実
施

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
学
校
で
は
、
感
謝

の
会
を
開
催
し
、
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え
し

ま
し
た
。
中
学
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
草
が
繁
茂

す
る
時
季
は
除
草
が
追
い
付
か
ず
、
他
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
部
活
動
の
試
合
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
高
萩
中
学
校
を
会
場
に
し
て
多
く
の

試
合
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

安
全
安
心
部

　
萩
っ
子
見
守
り
隊
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
登
下

校
の
見
守
り
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
数
は
年
間
２
０
０
日
を
超
え
、
登
下
校
す
る

際
の
危
険
箇
所
も
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

健
全
育
成
部

　
月
１
回
の
登
校
指
導
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
健
全
育
成
の
会
主
催
で
工

場
見
学
を
行
う
バ
ス
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
児
童
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

学
習
・
課
外
活
動
部

　
小
学
校
で
は
、
放
課
後
日
高
塾
と
し
て
、

公
民
館
で
放
課
後
に
勉
強
を
み
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
名
人
に
学
ぼ
う
」
の
学
習
で
は
、

昔
遊
び
や
書
道
を
、
生
活
科
の
授
業
で
は
、

畑
の
耕
し
方
や
植
物
の
育
て
方
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
回
は
、「
高
根
地
区
」
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
ま
す
。

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
基
盤
と
し
た
小
中
一
貫
教
育

川
越
都
市
計
画
下
水
道（
日
高
公
共

下
水
道
）の
変
更
案
の
縦
覧

　
川
越
都
市
計
画
の
変
更
に
当
た
り
、
都
市

計
画
法
第
17
条
に
基
づ
く
都
市
計
画
の
案
の

縦
覧
を
行
い
ま
す
。

縦
覧

期
間　
７
月
31
日
㈬
〜
８
月
14
日
㈬

縦
覧
・
閲
覧
場
所　
左
記
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
容　
下
水
道
の
変
更
案

案
に
対
す
る
意
見
書
の
提
出

対
象　
市
民
お
よ
び
利
害
関
係
者

提
出
期
限　
８
月
14
日
㈬（
必
着
）

提
出
方
法　
郵
送
ま
た
は
直
接
左
記
へ

問
い
合
わ
せ　
下
水
道
課
工
務
担
当

　
〒
３
５
０－

１
２
１
３

　
日
高
市
大
字
高
萩
１
３
８
５－

１

　
☎
０
４
２－

９
８
９－

２
７
７
１

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

強
調
月
間

〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支

え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」（
主
唱
・
法

務
省
）は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
過
ち
を
犯
し
た
人
の
立
ち
直
り

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の

全
国
的
な
運
動
で
す
。
ま
た
、
再
犯
防
止
啓

発
月
間
で
も
あ
り
ま
す
。

　
立
ち
直
り
を
支
え
る
家
庭
や
地
域
を
つ
く

る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　
生
活
福
祉
課
地
域
福
祉
担
当

（
１
階
⑩
番
窓
口
）

７
月
は「
青
少
年
の
非
行・被
害
防
止
」

特
別
強
化
月
間

　
青
少
年
の
非
行
や
犯
罪
被
害
防
止
の
た
め
、

家
庭
や
地
域
で
一
体
と
な
っ
て
健
全
育
成
活

動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
夏
休
み
は
、
誘
惑
が
多
く
な
る
時
季
で
す
。

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
ト
ラ
ブ

ル
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
青
少
年
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、

皆
さ
ん
の
見
守
り
・
声
掛
け
等
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
担
当　

７
月
15
日
か
ら
24
日
ま
で
は

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

統
一
行
動
日

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
、
自
転
車
の

交
通
事
故
防
止
の
日
、
歩
行
者
保
護
の
日
、

飲
酒
運
転
根
絶
の
日　
７
月
22
日
㈪

横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
す

　
横
断
歩
道
や
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
を
通

過
す
る
際
は
、
直
前
で
も
停
止
可
能
な
速
度

で
走
行
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

歩
行
者
も
手
を
上
げ
る
な
ど
、
運
転
者
に
横

断
す
る
意
思
を
明
確
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

交
通
安
全
の
呼
び
か
け
を

　
日
頃
か
ら
家
庭
内
で
交
通
安
全
意
識
を
高

め
合
う
こ
と
が
事
故
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　
危
機
管
理
課
交
通
安
全
・
防
犯
担
当

日高市立高萩小学校・中学校

高萩地区学校運営協議会

高萩小中学校地域学校協働本部
（学校担当者・コーディネーター・高萩公民館）

高
萩
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
関
連
団
体

環
境
整
美
部

安
全
安
心
部

健
全
育
成
部

学
習
・
課
外
活
動
部

　
学
校
応
援
団
等

　
高
萩
地
区
健
全

　
育
成
の
会

　
学
校
応
援
団
等
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お
知
ら
せ

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
に
ご
協
力
を

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
を
行
い
ま
す
。

使
用
期
間
が
十
分
に
残
っ
て
い
る
場
合
で
も

取
り
替
え
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

作
業
に
伴
い
、
委
託
先
の
指
定
工
事
事
業
者

が
敷
地
内
に
立
ち
入
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

期
間　
７
月
19
日
㈮
〜
８
月
９
日
㈮

対 

象
地
域　
武
蔵
台
四
丁
目
・
武
蔵
台
六
丁

目
・
武
蔵
台
七
丁
目
の
全
部
、
武
蔵
台
一

丁
目
・
武
蔵
台
五
丁
目
・
台
・
久
保
・
高

麗
本
郷
の
各
一
部

※
対
象
地
域
の
地
図
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

※
該
当
す
る
人
に
は
事
前
に
は
が
き
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

お
願
い
・
注
意
事
項

○ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
、
止
水
栓（
円
形
の

ふ
た
）の
上
に
物
を
置
い
た
り
、
付
近
に

犬
な
ど
を
つ
な
が
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
土
砂
を
取
り
除

い
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

○ 

取
り
替
え
後
、
蛇
口
か
ら
濁
っ
た
水
が
出

た
と
き
は
、
少
し
の
間
、
水
を
流
し
、
き

れ
い
に
な
っ
て
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

〇 

作
業
の
際
、
立
ち
会
い
は
不
要
で
す
。
留

守
で
も
交
換
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
水
道
課
経
営
総
務
担
当

　
☎
０
４
２－

９
８
９－

２
３
６
３

高
萩
北
公
民
館

大
規
模
改
修
の
た
め
休
館
し
ま
す

　
開
館
か
ら
約
42
年
が
経
過
し
、
施
設
の
設

備
類
が
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
実
施
す

る
大
規
模
改
修
工
事
に
伴
い
、
全
面
休
館
し

ま
す
。
休
館
中
も
公
民
館
機
能
の
一
部（
公

民
館
の
窓
口
）に
つ
い
て
は
、
高
萩
公
民
館

内
に
事
務
室
を
設
置
し
て
対
応
し
ま
す
。
電

話
番
号
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

主
な
工
事
の
予
定

　

 

館
内
の
床
張
り
替
え
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

ト
イ
レ
の
全
面
改
修
、
外
壁
の
塗
装
、
屋

上
防
水
、
太
陽
光
発
電
装
置
の
設
置
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
、
外
構
工
事　
な
ど

休
館
期
間　
９
月
30
日
㈪
ま
で

※
工
事
の
進
捗
状
況
に
よ
り
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
高
萩
北
公
民
館

　
☎
０
４
２－

９
８
９－

７
３
２
２

新
た
に
住
民
税
非
課
税
・
住
民
税
均
等

割
の
み
課
税
と
な
る
世
帯
へ
の
給
付
金

　
デ
フ
レ
完
全
脱
却
の
た
め
の
総
合
経
済
対

策
に
お
け
る
物
価
高
へ
の
支
援
と
し
て
、
新

た
に
令
和
６
年
度
か
ら
住
民
税
非
課
税
世
帯

ま
た
は
均
等
割
の
み
課
税
と
な
っ
た
世
帯
に

対
し
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。
対
象
と
な
る

世
帯
に
は
、
６
月
末
に
給
付
金
に
関
す
る
お

知
ら
せ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
申
請
期
限
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
す
で
に
住
民
税
非
課
税
世
帯（
７
万
円
）ま

た
は
均
等
割
の
み
課
税
世
帯（
10
万
円
）へ
の

給
付
金
を
受
給
し
た
人（
辞
退
し
た
人
・
未

申
請
の
人
を
含
む
）は
対
象
外
で
す
。

保険年金課
国民年金・医療費担当

ね・ん・き・ん
ミ ニ 知 識 　経済的な理由や災害等により、保

険料を納めることが困難なときは、
国民年金保険料の納付が免除または
猶予される制度があります。

　令和６年度の免除申請の受け付けは７月から開始さ
れ、令和７年６月までの期間を対象として審査されます。
免除の種類　
免 除　申請者・配偶者・世帯主の前年の所得等を審査
して、全額または一部（４分の３、２分の１、４分
の１）を免除します。

納 付猶予　申請者・配偶者の前年の所得等を審査して、
一時的に納付を猶予します。

※50歳未満の人（学生を除く）が申請できます。
留意事項
○ 申請日から２年１か月分さかのぼった免除申請もで
きます。

○ 学生は学生納付特例制度が優先されます（申請・承
認期間は４月から翌年３月まで）。

○ 申請は毎年必要ですが、全額免除または納付猶予に
該当する場合は、希望により翌年手続きをしなくて
も継続して申請できる制度があります。

※日本年金機構ホームページに国民年金制
度や免除制度等についての動画があります。
問い合わせ
　保険年金課国民年金・医療費担当（１階④番窓口）

国民年金保険料の免除制度

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者

　
基
準
日（
令
和
６
年
６
月
３
日
）に
お
い
て
、

市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

〇 

世
帯
全
員
の
令
和
６
年
度
分
の
住
民
税
均

等
割
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯
の
世
帯
主

〇 

世
帯
全
員
の
令
和
６
年
度
分
の
住
民
税
所

得
割
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯
の
世
帯
主

※
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養
親
族

の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
対
象
外
で
す
。

返
送
・
申
請
期
限　
９
月
２
日
㈪（
必
着
）

問 

い
合
わ
せ　
生
活
福
祉
課
臨
時
特
別
給
付

金
担
当（
１
階
⑩
番
窓
口
）
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